
S■劇町 凛
▲
Ｙ

▲

Ｗ /ブ ||
No.36 2012. 11.23

●人ッ場ダムをス トップさせる埼玉の会・代表 藤永知子●

―/1多ご宇せよ ノ

F///を含めた       の話醗 きを求める

人ッ場ダム建設を前提とする利根川の河川整備計画の策定が急ピッチで進められようとして

いる。利根川水系の河川整備計画の策定が人ッ場ダム本体工事費の予算執行の条件になってい

ることから、関東地方整備局は今年度中の整備計画の策定を目論んでいる。4年 4ヶ月ぶりに

再開された利側 ||。 江戸り|1有識者会議は、3名の委員が新たに加えられ、18名から21名 にな

り、ダム懐疑派の委員 2名の参加によつて活発な議論が繰り広げられることになった。しかし、

会議は国交省の事務局主導によるもので、日程には余裕がなく 10日 に 1回という強行日程で

3回開催されたため、委員の出席率は低い。しかも、委員への開催期 日の連絡や資料の送付も

遅れ、委員軽視の運営がされている。

河川整備計画は利 ||、 支川を含めた水系全体で策定しなければならない。それが整備計画策

定の基本ルールである。利根川は多くの支川があるので、4年前の策定作業では、利 ||と支川
を含め五つのブロック 休Ⅲり||。 江戸川、鬼怒川 。小貝川、霞ヶ浦、渡良測 ||、 中川 。わ莉剛||)

に分け、それぞれに有識者会議を設置した。

ところが、今回、関東地方整備局はこの基本ルールを無視して、利 |1関係を対象とする利根

り||。 江戸川有識者会議のみで終わらせようとしている。「人ッ場ダムを考える1都 5県議会議員

の会」と「人ッ場あしたの会」は、国交省に整備計画策定の基本ルールを遵守するよう緊急に

国会議員に働きかけた。 (10月 23日 )

また、 lo月 19日 の東京新聞特報部は、カスリーン台風洪水の利根り|1上流の氾濫図は偽り

であることを報じた。高台にある高崎市役所周辺も氾濫したことになっている。人ッ場ダム建

設の前提となる治水目標流量、毎秒 17000ピ 〔人斗島)はこの氾濫図が間接的な裏付けに
なっており、それが偽りであることは、治水目標流量は科学的な根拠がない机上の計算値でし

かないことを意味する。関東地方整備局は人ッ場ダム建設推進のために捏造を行つたといわれ

ても仕方がない。流域住民の安全を真に守る利根川水系の河 |1整備計画について議論が尽くさ

れたならば、利側 ||の治水対策に人ッ場ダム建設が最も有効であるという結論にならないはず

である。司法の場も最終段階を迎えており、私たちは人ッ場ダム建設中止に向けて、力を結集

していかなければならない。 ス トップ八ッ場ダム住民訴訟 8周年報告集会 (12月 9日 (日 )
13時～ 17時 全水道会館 4階大会議室)へご参集を ! (大高文子 )



人ッ場ダム埼玉訴訟は、 10月 17日 水曜日午後 1時 30分から、東京高等裁判所に
おいて控訴審の 6回 目の進行協議が行われました。この進行協議では、埼玉県 (被控訴

人)側から、主に利水問題についての反論を内容とする準備書面が提出されました。

禾J水については、埼玉県が行つた水需要予測が、果たして科学的な根拠に基づいた合

理的な予測と言えるのかが最大の争点になっています。私たちは、平成 15年、平成 1
8年に県が行った水需要予測がいずれもその後の実績値と大きく乖離していること、有

収率・負荷率といった予測に用いる係数が適切な値になっていないこと等を指摘して、

予測が科学的根拠を欠いた不合理なものであることを明らかにしてきました。これに対

し、埼玉県 (被控訴人)側の今回の書面は、実績値との乖離についてはほとんど触れず

に、“水道水の安定的な供給の観点"か ら係数は「安全側に設定」することが必要であ

るとか、他の地域ではより厳格な係数を用いているとしても “埼玉県という地域の特殊

性"を考えれば不適切な設定をしているとは言えないという弁解に終始したものになっ

ています。書面は、人ッ場ダムをス トップさせる市民連絡会のHPにアップされていま
すので、詳しくはそちらをご覧ください。

次回の進行協議は 12月 21日 の午後 4時 30分から東京高等裁判所で行われる予
定になっています。この日、午後 1時 30分からは、同じ東京高等裁判所で、人ッ場ダ
ム東京訴訟の回頭弁論期日が開かれます。先行して審理が進められている東京訴訟は大

詰めを迎えており、いつ結審となってもおかしくない状況となつています。 12月 21
日の埼玉訴訟、東京訴訟にぜひ注目してください。

茨城 11月

東京 12月

埼玉 12月

栃木 201
群馬 201
千葉 201
栃木 201
栃木 201

■裁判の日程■

20日 (火)午 後 3時 30分 東京高裁 第 10民事部 (進行協議 )
21日 (金)午後 1時 30分 東京高裁 第5民事部 (口頭弁論)101号法廷
21日 (金)午後 4時 30分 東京高裁 第 24民事部 (進行協議 )
3年 1月 21日 (月 )午 後 3時 東京高裁 第 4民事部 (弁論準備 )
3年 1月 22日 (火)午後 2時 30分東京高裁 第 11民事部 (進行協議 )
3年 1月 25日 (金)午 前 11時 東京高裁 第 22民事部 (進行協議)
3年 3月 11日 (月 )午後 1時 10分 東京高裁 第4民事部 (弁論準備)
3年 5月 16日 (木)午 後 3時  東京高裁 第 4民事部 (弁論準備 )
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ほんとうに造つていいで

_「ダム湛水による危険性」と「

所沢市 河登一郎

今回のシンポジウムは、今まで主として取り上げてきた治水面、利水面からではなく、
「ダム

湛水による危険性」と「水没する貴重な遺跡Jを取り上げました。遺跡問題は初めてのテーマ

なのでこちらから報告します。

■.水 没 す る貴 重 な 遺 跡 :

(1)皆 さまは、人ッ場ダム水没予定地及び周辺地域が埋蔵文化財の宝庫だということをご

存知ですか ?

(2)そ うなのです。古代から水と緑に恵まれ交通の要衝だつたダム予定地周辺には、想像

以上の文化財が埋もれているのです。特に注目されているのが豊かな縄文時代の住居

跡だけで数ヵ所数百軒の遺蹟、平安時代、中世、及び江戸中期には 1783年天明の浅間

山大噴火で発生した泥流で瞬時に埋もれた東官遺蹟で、当時の意外に豊かな生活の跡

がタイムカプセルのように現れたのです。ゲタ
。キセル・マユ・麻・酒造所跡など。

(3)現在まで全部で 77ヶ所の遺蹟が確認され、さらに増える可能性が大きいそうです。

(4)埋蔵文化財は、発掘調査が終われば埋戻して開発されるケースが多いようですが、特

に重要な文化遺産と認定された場合や、世界文化遺産に登録されればダムの建設自体

がストップする可能性も残つています。

(5)問題は開発事業者が国交省であり、文化財保護を管轄する文化庁の影が薄いのです。

埋蔵文化財保護法の規定で最低限の調査は実施されますが、予算不足のために調査費

減額、調査対象地縮小の方向で開発が文化に優先する恐れがあります。現に調査対象

地域は当初見込みの57万ピ→ 110万ピ→ 136万ピと拡大し、必要経費も66億

円→ 98億円→ 130億円と増額要望されていますが、国交省は「遺跡のランク付け

(=対象地域縮小)」 「調査費は98億円」止まり、と主張しています。

想像以上の広がりがある遺跡の発掘調査には時間がかかることも国交省が消極的であ

る理由の一つでしよう。

文化庁が毎年日本各地で、発掘中の注目す
べき遺跡を展示している「夕1島展」への本

件展示を国交省が未だに了承していないことも、その事情を良く表しています。

(6)シンポジウムのスピーカーの先生方からの発言のポイント :

慶応大判 ‖村名誉教授 :

○文化財は開発の犠牲にされてきたが、21世紀は環境の世糸己 流れを変えよう。

○奈良での開発に関して「万葉では飯は食えぬ」対
「飯を食う以外の人生の価値あり」

の論争があり、最終的には保護派が勝った。

○観光資源としてもダムより埋蔵文化財の方が比較にならぬほど魅力的
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考古学者勅使河原彰氏 :

○個々の遺蹟も重要だが、当時の生活全体が残つている全体像が遺蹟として重要

○開発のワスレモノだつた文化財を国は守る義務がある。

○遺跡を残すのも公共事業である。

森まゆみ (作家 :東京の遺蹟をいろいろな形で守ってきた 【「谷根千 1編集者):

○文化財は将来世代の財産=○吉野ヶ
里は工業団地としてスター トしたが貴重な文化

財として残つた、三内丸山も最初は野球場にする予定だった。

2.ダ ム 湛 水 に よ る危 険 性 :

(1)以前から多くの学者や専門家から強く指摘されてきたことですが、ダム予定地周辺は
浸食・隆起 。溶岩・熱水変質などいろいろな地質や岩石層が複雑に入り組んでおり、

特に浅間山爆発で流出した溶岩の脆い層や割れ目が多く分布しています。

(2)周辺の関連工事が進むにつれて、その懸念が現実に起こっています。脆弱な地質が原
因で地滑り、岩盤の崩れなどが多発しあちこちで補強工事が行われています。昨年 8

月には大雨による土砂崩れで、大量の土砂と泥水が流出し、川原湯温泉駅の構内まで

押し寄せてきました。

(3)打越代替地の一部では異常に高い盛土で造成したので、地下水や地震による地滑りが
特に懸念されています。

(4)最 も懸念されるのは、ダム完成後水がたまるとダム周辺に浮力が働いて大量の地すべ

りが想定されることです。そんなことは国交省にも分かつているはずですが本気で対

応しないのは以下のような理由によるものと思われます。

① 予算の逼迫 :当初予算 2,110億円が平成 16年に 4,600億円へ大幅増額された際、資金

の一部を負担する下流都県がこれ以上の増額は認めないと条件つけたため (現実には

今後数百億円の増額は不可避)、 予算を極力削っていること ;

② 万一、将来事故が発生しても、国交省としては「想定外」として誰も責任をとらない

で済む仕組みであること:(福島原発であれだけの大事故を起こしながら、原発推進及

び保安監督官庁である経産省関係者で責任をとつた人はいません !)

3.今 後 の 運 動 に活 かせ る か :

(1)湛水による危険性に関しては従来からの主張が補強されると思います。
(2)遺蹟保存は新しいテーマです。準備書面では「環境」に関する主張を補強することに
なるでしょう。

(3) 「ダムエ事差止訴訟」とは別の形での訴訟提起も検討されるようです。日本中には開
発が優先された事例も多い反面、吉野ヶ里、三内丸山、奈良県の多くの遺蹟のように

文化財が優先されたケースもあります。多面的な新しい運動の展開が必要です。

(4)ダムが止まり、豊かな縄文遺跡から弥生、平安、中山賦田信玄や真田幸村の時代を経
て、江戸時代の生活や産業のタイムカプセルに至る、時代と広がりと多様性を兼ね備

えた豊かな遺跡群が、ダムとは比較にならないほど魅力的な観光資源として地元に還

元されれば素晴らしいですれ



報 告 を歩く見学会」
大高文子

去る 7月 22日 、味J根川流域市民委員会」主催の利根川中流域の堤防見学に参加しました。利根川

の治水基準点の人斗島 やったじま)から、江戸川との分岐点の関宿 (せきやど)まで、右岸や左岸の堤防

の状況を見て歩くバスツアーですc国交省関東地方整備局は、人ッ場ダムの費用便益比計算では利根

川中流部を氾濫プロックA、 B、 Eに分けてそれぞれ破提地点を想定しています。これは堤防決壊の危

険性と被害額を強調し、人ッ場ダムを位置づけようとするものです。主な見学地点の様子を報告します。

【右岸 158km地 点】スライ ドダウン評価堤防一一――一一―一――――――一―――
日本最初の公認女性医師で知られる荻野吟子記念館の脇から堤防に上がると、福川との合流点が

あり、逆流を防ぐ水門も見えます。このあたりの右岸 157k皿地点と左岸 152肺地点は、利根川で最

も流下能力が小さいとされ、堤防高が最も低いと評価されています。しかし、実際は堤防の高さは

確保されているが、堤防の幅が不足しているということで、スライドダウンという評価手法で堤防

の有効率を低く評価し、堤防高が低いことになつています。こ

こは国交省の計算では 30年に1回の洪水で八ッ場ダムがあって

も破堤すると想定されている地点ですが、堤防は実際にそんな

に低くありません。

【右岸139km地点】破提の危険性のある堤防―一―
平成 13年 9月 洪水で堤防の漏水が発生した加須市大越です。

埼玉県知事が当時の漏水状況を示す写真を示して、漏水対策に人ッ場ダムが必、要と云つている地点

です。しかし、実際には既に鋼矢板や遮水シートによる基盤地盤漏水防止とコンクリートプロックによ

る護岸工事が l kmの 区間で行われており、知事の話は現実と遊離したものである事がわかりました.

国交省の調査によると、利根川。江戸川は洪水時に浸透による破提の危険性がある堤防は6割に及ん

でいますが、その対策は堤防の強化で対応するしかなく、人ッ場ダムに効果を求めるのは筋違いです。

【右岸134km地点】首都圏氾濫区域堤防強化事業一一一――――――一―一一―一―
昭和 22年のカスリーン台風で決壊した地点ですが、今では広いスパー堤防になっており、様々

なモニュメントがつくられ,、 破堤とは無縁になり「大利根河り|1防災ステーション」が建設されてい

ました。その上流の右岸 1 3 6 klll地 点は、現在、カスリーン台風が再来したら、決壊して 34兆円

の被害が生じるとされているところです。しかし、平成 30年度までに「首都圏氾濫区域堤防強化

対策事業Jによつて、堤防の大幅な増強が行われる予定の看板がありました。計算上では、 1/100

～ 1/200洪水が来ると、この事業の完了後も破提すると想定されていますが。堤防の大幅な増強が

行われている現場を見ると、ここで破提するという現実性は全く感じられません。

国交省が破堤すると想定し、甚大な被害が生じるという地点の堤防を主に見学しましたが、これ

らはノヽッ場ダムが必要だという話を作り上げるための机上の計算に過ぎないことを確信しました。

流域面積の広い利根川の治水対策は、治水効果が希薄な人ッ場ダムではなく、それぞれの場所で

流域住民の生命や財産を真に守る対策が選択されなければなりません。



利根Jil口 ∫:i  計画  の き
入ゾ場ダム本体工事着工のための

メ
■
■
一

内島1割軍之 (ノ :ヽン場あした0会運営委員。利欄 |1流域市民委員会共同代表)

醸 国難 が考える八ッ場ダ鉢 体工事着二銑 めの日程
国交省関東地方整備局はプマッ場ダム本体工事の予算執行の条件となつている利根川水系湖 II整備計

画の策定動 けて、9月 下旬から10月 中旬まで利根川。江戸川有識者会議を急ピッチで開催しました,

関東地方整備局が日論んだ今後のスケジュールは次のようなく)のであると推測され,ます3ただし.、■

れは民主党政権下での目論見ですメ 2月 16日 に総選挙が急きょ行われることになりましたので、国交

省は新政権下で男Jの画策を行うことも予想され、人ッ場ダムを巡る先行きは不透明になっています。

① 今年中に和‖距11・ ,コ百り|1有識者会議での椰 il整備計画案の  を終える。
② そのあと、河J:i  計画案について流域住帥 意見を聴くパプリックコメントと公聴会を執
③ 所定の手続きを終えたとして、来年の早い時期に河jII整備計画を策定[
0 本体工事予算執行の条件をクリアしたとして、平成24度中に人ッ場ダム本体工事入本しを公告L

鯛 利根fil覆 江戸J:府識者会 におけるダム懐疑派委員の追及
9月 25日 、10´月4日 、16日 と立て続けに、利根;||'江戸り!|     が開催されました.,この会議を
倍聴した市民が日の当りにl.たものは、有識者会議の審議が事務局 (国交省関東地方整備局)の主導で

行われ、事務局が委員の意剛
-3聞
きおくだ:すでよいと露骨な姿勢を見せる会議で 1ノた。 しかし、有識

者会議に大熊孝氏 鉢絵の体法世話九)と閥良基氏 (本会会員)が新ヒ″く委員it~加わったことにより国、

ダム懐疑源の委員から  局案に対して科学的な疑間が提起されて白熱 1_´た議論が展開されるよう・_~な

り、事務局の思惑通りには進まなくなつていまt
腱〕民主党の「/ヽッ場ダム等の1地元住民の生活再建を考える議員連盟Jの申し入れによる。

会議の当面のテーマは事務局案 :利根りIIの治水安全度 1/70～ 1/80、 ミな目標流量 17,l100nヤ秒 (人斗

島]Jの最非で1~が、この事務局案は科学的な裏付
‐
:すがないだ:すでなく、そもそも河jll整備計画の策定に

おし'て 目標流量の値を先に決めるのは誤り
‐
0り
~c目
標流量の達成に2、要な施設計画と費用を見た上での

実現性の有無、さら,にl環境■の  をも対亀 1/て、日標流量の妥当な値を検詞すべきです。とこ2/Dが、

事務局は昨年の人ッ場ダムの検証で前提とした治水目標流量 17,000厨 /秒を先に決め、それメこよつて、

ノtッ場ダムを,き要とする河り|1整備計画を一気につくろうと考えていますl

「利根メIIの治水安全度 1/70～ 1./30、 治水目標流量 17,00011シ秒JIま今年 5曇 下旬から6月 下旬に力■ナて

パブリックコメントが行われたもC)です,有識者会議r/_D配布資料で応募意見 93通のうち、9割以上が事務

局案に反対であることが明らかになりましたが、関東地方整備局は形だけの回答を示 L′ただ:すで、事務局

案を全く変えようとヒ́ませれ こ_れではlplのために・iブコメを行った0か、わかりません。  ダム懐疑派

4人の委員のi皇及で、防戦に立たさオ1′たからでしようか、関刺   局は開催を予定していた 10月 25



日、11月 6日 、11月 15日 の有識者会議を直前になつて中止しました。しかし、11月 にはあと1回、12

月は 3回の会議が予定されており、有識者会議の今後の成り行きは予断を許しません。

■関東地方整備局は本川だけの河川整備経過の策定を画策
現在の河川整備計画策定の進め方には根本的な問題があります。それは、利根川 。江戸川という本

川だけの河川整備計画を先に作ろうとしていることです。利樹 IIには大きな力 ||がいくつもあり、そ

れらの力 :|も含めて、河 |1整備計画を策定しなければなりませんЭ二対 ||と利 ‖は相互に関係しており、

特に支川の状況がガ IIに影響しますので、両者を切り離して河川整備計画を策定することは、科学的

見地から見てあつてはならないことです。 2006年 11月 ～2008年 5月 に行われ漸 llalll水系河 ‖整

備計画の策定作業では (その後、理由不明のまま中断)、 利桐 |1水系を利榔 II・ 江戸川、支川の用 ‖・

小貝川、霞ケ浦、渡良瀬州、中川・翻 ‖の五つのブロックに分け、それぞれに有識者会議を設置し

ました。今回も五つの有識者会議を開いて、それぞれ議論を進め、利根川水系全体の河 II整備計画を

策定するようにしなければならないにもかかわらず、関東地方整備局l力村 1憫係を審議する利根川 。

江戸川有識者会議の開催だけで終わらせようとしています。支川も含めての整備計画をつくるとなる

と、内容の準備が間に合わず、手続きも長い期間を要することから、ガ llだけの整備計画だけで人ッ

場ダム本体工事着工の条件をクリアしようと画策していると考えられま丸

■官房長官の裁定は水系全体の整備計画の策定を求めている
しかし、本川だけの整備計画では、官房長官裁定の条件をクリアしたことにはなりません。

昨年 12月 22日 、人ッ場ダム本体工事費の予算案計上について藤村修官房長官が示した裁定は次のと

おりでした 現在作業中の利榔 :1水系に関わる「河川整備計画」を早急に策定し、これに基づき基準

点 (人斗島)における「河川整備計画相当日標量」を検証する。」

官房長官の裁定が求めているのは、あくまで 味JttUII水系に関わる河 II整備計画」、すなわち、利根

川水系全体の河川整備計画の策定です。ところが、現在、開催されているのは上述のとおり、本川関

係を審議する利樹 ||。 江戸川有識者会議だけです。利 llだけの河川整備計画の策定では、官房長官裁

定の条件をクリアしたことにはならないことは言うまでもありません。

このことについて、「人ッ場ダム等の地元住民の生活再建を考える議員連盟」の国会議員が政府に官

房長官裁定の遵守を求めています。官房長官裁定を遵守するためには、現行の策定作業を中止して、

基本から策定作業をやり直すことが必要で九 そして、有識者会議で実りある審議が疎力ヽ こされれlよ

利根川河川整備計画の中身は関東地方整備局の思惑だけのものになり、現在及び未来の利根川流域住

民の安全を本当に守る計画とは程遠いものになってしまいます。

有識者会議には毎回、大勢の市民が傍聴に参加して、審議の状況を見守り、ダム懐疑派の委員の発

言にエールを送つています。お時間をとれる方は是非、有識者会議の傍聴に参加してください。そう

することが、関東地方整備局の思惑だけによる整備計画策定と人ッ場ダム本体工事着工を阻止するこ

とにつながっていくと思いますЭ (あしたの会会報 16号より輸



禾lWll水系全体の河川整備計画の策定です。ところが、現仏 開催されているのは上述のとおり、

本川関係を審議する和llull・ 江戸川有識者会議だけです。利 ||だけの河川整備計画の策定では、

官房長官裁定の条件をクリアしたことにはならないことは言うまでもありません。

このことについて、「人ッ場ダム等の地元住民の生活再建を考える議員連盟日の国会議員が政府

に官房長官裁定の遵守を求めています。官房長官裁定を遵守するためには、現行の策定作業を中

止して、基本から策定作業をやり直すことが必要ですD

そして、有識者会議で実りある審議が疎力ヽ こされれヤよ 禾llull河川整備計画の中身は関東地方

整備局の思惑だけのものになり、現在及び未来の禾llull流域住民の安全を本当に守る計画とは程

遠いものになつてしまいます。

有識者会議には毎回、大勢の市民が傍聴に参加して、審議の状況を見守り、ダ
ム懐疑派の委員

の発言にエー/1/を送つています。お時間をとれる方は是非、有識者会議の傍聴に参加してくださ

い。そうすることが、関東地方整備局の思惑だけによる整備計画策定と人ッ場ダ
ム本体工事着工

を阻止することにつながつていくと思います。 (あしたの会会報 16号より輸

・ 東京新聞 一面 2012年 11月 13日
土
鎌
跡
端
「
ぃ
嗣
的
出
」

保
畑
舟
傘
「
鉾
印
峨
跡
ψ

一コ
¨
廊
曜
い
に
引
¨
耐
¨

・赫
嗽
雛
】
確
曲
」
脚
脚
制

の
荒
廃

し
た
時

期

に
比

ず
に
、
今
後
想
定
さ
れ
る

一場
合
、
荒
廃
期
よ
り
も
森
　
一
九

四
七
年
の
カ
ス
リ
ー

ベ
、
た
山
が
川
に
流
椒
出

最
大
洪
水
の
規
模
を

‐
１１
算

一林
回
復
即
の
方
が
山
の
流

ン
台
風
洪
水
時
、
―
流
域

一

す
け
を
ニ
ー
四
割
＝
諄
―‐　
し
、
利
根
川
Ｌ
流
域
の
八

出
軍
が
大
幅
に
減
少
〓
総

は
は

げ
山

も
多

か

「
た

一

杖
ら
り

」
と
が
、
中

学
ム
　
ツ
場
ダ
ム

（
群
島
県
長
野

雨
量
が

二
〇
〇
、デ
で
■

・
一が
、
現
在
、
森
林
は
―‐‐―
復

一

学
演
習
＝

・
生
■
■

′
ギ

原
町
）
建
設
の
根
拠
と
し

３
％
減
り
、
倍
の
四
●
０

し
、
土
壌
が
発
■
し
て
い

一

¨
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
」
¨
¨
一
審
中
眩
神
』
¨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
げ
¨
中
一
一
卍
¨
中
『

さ
せ
て
洪
水
を
和
ら
げ
る

し
て
い
る

「緑
の
ダ
ム
」
効
果
が
、
　
　
同
側
究
所
の
五
名
美
Ｉ

実
際
の
観
測
値
を
基
に
実

特
ば
研
究
員
と
蔵
治
光

一

証
さ
れ
た
同
軸
彰
¨
い
」

〓

森
林
回
復
で
４
割
減

八
ッ
場
建
設
に
影
響
も

東大研究所

-8-



0東京新聞特報部 →

2012年 10月 19日

「八ッ場」推進狙いか

'1■

l fII割 il上流
"に
おIⅢるlgロ

量

る
。
肇

」
襲

葬

足

。
（二

年

量

ｏ

は
見
当
た
ら
な
い
。

″
シ
ン
ム

（警
翼

選
斎

９

２
霞
姿
を

Ч

国
裏
書

説
明
す
る
た
め
に
作
っ
た
氾
滋
図
に
、
六
き
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
が
明

一Я

Ｅ

た
。
聖

魯

〓

８

一
出

撃

菖

で
、
翌

お

係

I'■ ,回の手は,1江戸,帖コ者会路に示さい 図

途1ぎ   聾誕|       :目

:][:]言 ]:::言言[ζ :11:言 [: 言:lil:][:言 1:層 か 区 に  と え ・ る 特 本 六 楓  … ら ま い 社      い に な 川 先  域 に が 願 前 五

な て

言:



……………ス トップ八ッ場ダム 住民訴訟 8周年報告集会………………………………………

讐テーマ「ねつ造してまで八ッ場ダム?どうなる 利根川水系河川整備計画」

12月 9日 (日 )13:15～ 16:30 全水道会館  4階 大会議室 参加費 :500円

講演  「ムダな公共事業を止められるか ?」  五十嵐敬喜さん (法政大学教授)
「利根川 。江戸り1有識者会議の欺哺」 関良基さん (拓殖大学政経学部准教授)
「八ッ場ダム問題の経過と今後の展開」 嶋津暉之さん /裁判報告、各都県からの報告など

★八ッ場あしたの会総会&記念シンポジウムーーーーーーーーーーーーー

2013年 1月 12日 (」ヒ)13:30～ 16:30 1ヒ とぴあ スカイホール 14階 (JR王子駅

北口徒歩 2分)参加費 :800円      登壇者  ・ 大熊孝さん (新潟大学名誉教授)。
川村晃生さん (慶応大学名誉教授)・ 椎名慎太郎さん (山梨学院大学名誉教授)。 勅使河原彰

さん (文化財保存全国協議会)・ 堀内秀樹さん (江戸遺跡研究会)       .

★利根川流域市民委員会

2013年 1月 19日 (土)午後 全水道会館 4階大会議室
シンポジウム 内容 :環境を中心とした利根川河りII整備計画について

★ 埼 玉 の
会 総 会 予 告 一 一 ― ― 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

いつもご支援下さり、ありがとうございます。

★当会の活動は、皆さんの会費とカンパで支えられてい

ま九 度末になりましたが、まだの方は下記口座に

ご支援のほど、よろしくお願いします。

年会着 :1口 2000円 (2012年 1～ 12月 )

八ッ場ダムをス トップさせる埼玉の会

便振替 :00180-2-334064

2013年 3月 8日 or 9日  午後 会場未定 活動の報告と方針 人ッ場をめぐる状況など

編集後記  編集最中に解散。総選挙が決まりました。
前回の民主党政権誕生。人ッ場ダム中止のマニフェストにど

れだけの人が期待をしたことでしょう。しかしながら、その

後の経過はご存知の通り。今度の選挙では非常に困難な選択

を迫られます。自民党に戻すのは論外としても、野田政権の

ような民主党ではご免ですし、維新の会の危うさも真っ平、

既成の社民や共産もなかなか力にはなりえていません。候補

の中から悪いほうから除いていく、という選択肢しかありま

せんが、少なくとも“八ッ場ダム中止"と “原発廃止"を掲

げる候補がいてくれれば良いのですが。(0)

人ッ場ダムをス トップさせる埼玉の会

★人ッ場ダムをストップさせる埼玉の会http://yambasaitama.blog38.fc2.com/

★八ッ場ダム訴訟ht並 ://yamba,sakura.ne.jp★人ッ場あしたの会http://― .yamba net.org
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